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ロシヤ・ソヴェトの東漸

ーシベリヤの問題-(その二〉

山 本 敏

5. 

たとえば成田精太氏の論ずるごとく1) この時期に東部開発に重点がおかれ，ソ連の主

要工業の中心がウラノレ以東に移されたことは，たしかに，軍事戦略的に大きな意味をもっ

ていた。

1930年以前のソ連の工業法，ヨーロッパ・ロシヤの南部及び西部地域に需在していて，

軍事戦略的に見ると，西ヨーロッパ側から攻撃され易いものであった。ウラノレ以東の地域

に主要な工業中心が出来るということは， ソ連の軍事経済力がし、ちぢるしく耐久力を増す

ことを意味していた。第2次世界大戦当時までの軍事技能水準の下においては，工業中心

の地域的分散は，二つの戦略的な意味をもっていた。一つは，空壌による損害を分散させ

ることであり，いま一つは，生産物の遠距離輸送の量が減って，戦時下の鉄道輸送の過重

負担が軽減されることである。

東部地域における工業の発展過程をみると，第 2次大戦直前までに行われた第3次 5ヶ

年計画 (1938年一1941年 6月〉の 3年半の期間に， 1，300億ノレープザの政府投資の中，

約 3分の lが東部地域への投資であり，この期間の東部地域の工業生産高の増加は，実に

50%の多きに達したのである。

対独開戦後，戦争初期に西部から移転した大企業はウラノレ 667，酉シベリヤ244，東シベ

リヤ 78，中央アジア・カザフスタン 308，沿ボノレガ226，合計 15232)を数え，その大部分

は 1942年上半期に操業を開始し， その後ソ連の戦事経済をこの東部地域の工業が負荷し

て立ったのである。 1945年上半期の東部地域の工業生産高は， 開戦時 1941年上半期のそ

れに比して 3 告となり，とくに軍需生産については 5~6 倍に達している。 1942 年におけ

るシベリヤの銑鉄生産は，全ソ連の 3分の 1.鏑及び鋼材は 4分の l以上，石炭及びコー

クスは約半分で、あつため。

戦争4ヶ年間の東西の工業生産の比重がどのように変化をしたかを見るために，若干の

数字を援用することにする。先づ， パクーの石油生産高についてであるが rソ連国民経
済統計」の次の数字が示すように，パクーの石油生産が嘗てツアーリ・ロシヤの時代にも

っていた独占的な地位誌，年を追って抵下してきたのである。

1)成E精太，ソ連国力の解剖， 1950.5，北陸舘 pp.7， 83，，-，88 

2) <<民CTOpl既 BeJlHKO詮OTeqeCTBeHHO益 BO員HblCOBeTcKoro Cm03a 1941-1945>>， T.2， M.， BoeHH-
3え.1961， CTp. 148， <<CoBeTcKaH 9KOHOMHKa B nepHO){ BeJlHKOH OTe可eCTBeHHO負 BO註Hbl194 
1-1945>>， M. 113){. HayKa， 1970， CTp. 18 
3) AH  CH6HpCKoe OT )J.eJleHHe“日CTopHorpa伊克 COBeTCKO註 CH6HP百(1917-1945rr.九日OBOCH-

6HpCK， 113){・HayKa，1968， CTp. 214 
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これは言うまでもなく，沿ポルガ=ウラノレ地帯の石油が増産されるようになったからで

ある。しかもこの際，パクーとウラルのちがし、法，対西歌軍事戦略上の意味が加わってい

たのである。

次に石炭についてみよう。

全ソ
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革命以前，ロシヤ帯国の石炭採掘量の9割近くを占めていたウクライナのドンパス炭鉱

の出炭量は， 1950年を追えると全ソ出炭量の約 3分の lを数えるにすぎなL、。その間，東部

地区のクズパス，ウラノレ，カラカンダ等の諸炭田が急速にその出炭量を増大したのである O

このようにして，石炭，石油とし、う主要なエネルギー源の産地が東に移動するに伴い，

これらの動力を利用する諸産業の中心が東部地区に移ってきたことは言うまでもない。非

鉄金属冶金工業の東への移動はとくに顕著であり，また製鉄業もそうであった。ウクライ

ナの製鉄業が，次第にその全ソ製鉄業の中での比重を減少してきたことは，次の数字が示

す通ちで通うる。

銑鉄

錦

68.8 % 
58.1 % 

1937 

60.7 % 
50.0 % 

1950 

47.5 % 

20.4 % 

1943 

このような結果をもたらしたのは，とくに錦を主体とするウラノレの製鉄業が急速に発展

したことに起因する。

6. 

1913年におけるロシヤが， 先進資本主義諸国にくらべて著しく立ちおくれていたこと

は，国民所得水準によっても明らかで怠る。仮りにバランスキーの用いた数字4) (単位ノレ

ーブリ〉を用いると，次のような明らかな立ちおくれを示している。

アメザカ 682 

イギ‘リス 461 

フランス 335 

ドイツ 300 

イタリヤ 210 

4) H. BapaHCKH設Cpeん)， 3KOHOMHQeCKa完 reorpaqn奴 CCCP，1938， M. vI3ん AH，CTp. 44 
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ロシヤ・ソヴエトの東漸ーシペリヤむ開題一〈その二〉

ロシヤ 101 

セノレピヤ 89 

インド 24 

ロシヤの経済機構において，その圧倒的な部分を占めていたのは農業で、あり，国の人口

の4分の 3が農業人Eで，里民所得の 3分の 2が農業関保所得であった」輪出総額の 80%

は農産物で-(:]に「ロシヤはヨーロッパの穀倉であるj と言われた。

ところが爵の主産業であったこの農業が， I農業国Jの名に価するほど技街的にすぐれ

たものでは決してなかった。全般的に言えば依然として三顕耕作誌が行われており，化学

肥料を用いることもなく，農機具として殆んど翠に頼るようなものであった。このような

技術水準であったから，生産性も極めて低いものであった。人口 1人当りにして，アメリ

カの 11ツェントネ/レ，カナダの 7.7ツェントネルにくらべ，ロシヤでは僅かに 3.9ツェン

トネノレの収穫しか挙げられなかった。

西ヨーロッパにおける三園掛からの説却はすでに久しく，畜産をとり入れた合理的な集

約農業に移行していた。ところがロシヤにおいては，旧態欽然たる三国制農業のままで，

播謹面震の 90%は穀作であった。つまり，工芸{乍物や飼料は，合せて窪かに 10%しか播

手重されていなかったのである。

それまでのロシヤでは，一般に「農業の発展」とは，新耕地の開墾と拡張とによるもの

であった。それにもかかわらず，東部地方-茜シベリヤ， カザフスタン等には， 未墾のま

ま広大な可耕地が残されていた。

ロシヤ時代には，開発された土地面積は全菌土面積の半ばにも満たなかった。ヨーロッ

いロシヤにおいても.コーラ半島及びベチョラ地方は殆んど未開発のままであって，開

発に着手したところと言えば，西シベリヤ北方の北方密林と，需は中央カザフスタンの半

砂漠地との間にある森林ステップおよび大草諒と，オピ汚およびエニセイ河分水嶺以東へ

模状をしている地帯を数えるにすぎなかった。中央アジアの中で，農業開発が行われたと

言い得るのは，濯濃のできたオアシス帯の斑点とも呼ぶべき小さな面積に過ぎず，それは

中央アジアの総面震の 20分の 1Vこも満たないものであった。東部シベリヤについて言え

ば，開発されたのは鉄道沿線のほんの窪かの組長に帯状のところであった。しかしそこで

は，商品作物の栽培に専念するクラークと，プロ化する農民とへの分解が進行していた。

工業， とくに機械化された大規模工場は中央部非黒土地帯， ドンパス， ウラノレ，その他

はベテルプノレグ〈レニングラード)，ニージニー・ノーブゴロド(ゴーリキー)，パクー，

オデッサなどのような独立地点に局摂されていた。

新しい地域の開発が擾めて国難であったことの理由として，移民，移住は涼則として自

力で、行わねばならなかったと L、う事?育がある。

ところが，十月革命以後の開拓のための条件a，基本的なところで大きく変った。すな
わち，新しい土地開発は個人の仕事でなく、政府の資金による組織的な事業となったので

あるの

生産力の配震の変化を見るとき.距離的に大きな飛羅をしたの法東部への躍進で、ある。

第ーにとりあげねばならないのは，言うまでもなく，ウラノレ・クズパス間の西シベリヤ地
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山本 諒

方とカザフスタンの西域に及ぶウラノレ・クズネツ綜合企業地帯の建設である。ウラノレの鉄

とクズネツの石炭を結びつけるこの一大綜合企業は，第 1次および第 2次 5ヶ年計画の期

間に大体の基礎を完成した。

1934年， rシベリヤJは， ロシヤ社会主義連邦共和国というヨーロッパ・ロシヤの西の
端から太平洋岸に到る一大共和国の一部となった。これは，名百的tこではあるめが，シベ

リヤの植民地的な地位が解消されて，本冨そのものになったので、ある。その実責的な内容

を得ょうとするのが，第 3次 5ヶ年計画のねらいであった。嘗ては，単tこ京料生産を強要

され，その加工品購賓の市場である一辺境にすぎなかった。シベリヤ鉄道は，諒料をヨー

ロッパ・ロシヤに運び，代りに「高舗な」弱品を束に運んで来たのである。シベリヤが一

変してロシヤの本国に組み入れられたと言うことは，重工業の新しい中心を含む強力なロ

シヤ経済の心臓となったという点にアクセントを置いて考えるべきであろう。

3次にわたる 5ヶ年計画の吾標の一つである「ソ連国内の生産力の地域別平均化」は，

詞詩に，シベリヤが従来もっていた内国植民地的性格を解消するのに大きな意味をもって

いたので、ある。

7. 

第 2次大戦以後のシベリヤ開発の進展を次の四つの段階に分けることができょう。

第 l期 1945 年~55 年 (戦後復興期〉

第 2期

第 3期

第4期

1956 年~60 年

1961年'""'-'65年

1966年以降

〈大計画期〉

(再検討期〉

(実行期〉

1945年に第 2次大戦が終結からの 10年間，つまり，第4次および第5次5ヶ年計画期

は， ドイツ軍による国の荒廃から復興するために全勢力が注がれた時期で、ある。その間，

第 4次5ヶ年計画が4年 2ヶ月で終了するとしづ見通しがついた時期， 1948年の暮頃か

ら，単に経済の分野で、の復興計画のみで、なくひろく文化，教育の面での建設計画も打出さ

れた。たとえば， レーニン丘の上にモスクワ大学の新校舎が建てられはじめたのもこの時

期である。 1917年に社会主義政権を樹立して以来， 一国社会主義というきびしい条件の

中で，文化・教育の分野まで腰を落着けて建設許画を押しすすめる余裕はなかった。

19世紀の中葉に， ロシヤが資本主義を迎えるに捺して展開された「ロシヤの運命J.rロ
シヤの進路」についての習を挙げての論議の中で， ["""社会主義JとL、う言葉がもっていた

実質的な意味は， とりわけ， 国の人口の圧倒的多数を占める農民層にとっては， ["""人間の

開放」ということであって，今日われわれが言っているような，科学的な意味に解釈され

てはいえzかった。 10月社会主義革命を成功させた原動力として，このような農民たちの
「希しづを無視することはできなし、。ところが， r社会主義j を実現して以来，第 2次大
戦のま冬結を迫えるまでの時期には，この基本的な諜題に取組む余裕もなく，いわゆる「ス

5)綜貫勇吾，赤蜂伶介氏によると，この点は必ずしも名 E的ではなくて，この時点からシベリヤの地

障は，従来の「動きのない地図」から世界でも有数の吾まぐるしく改変される「動く地図jになっ

た。綿貫勇彦，赤峰倫介「西比科亜の地理的意義J，石田竜次郎地編.r世界地理j第8巻「西辻幸Ij
亜J.昭14，河出書房， pp. 4-5. 

124 

. ~ 
4‘ .. 



ロシヤ・ソヴエトの東瀬ーシベリヤの問題一(その二〉

ターリン時代Jのマイナス面から生れた積弊を残したまま，この問題は依然、として宿題の

ままになっている。

このような「社会主義Jが本来もつべき基本的な課題が依然未解決のままではあった

が，この時期に，経済のみで、なく，文化，教育の面にも建設計画を拡げるようになったこ

とは，一つには，この時期に東欧地域につづいて中国大珪にも社会主義政権が出来て

i弓社会主義の下において苦闘した時期とはくらべものにならないほど安定したことが大き

く作用していたと言うべきであろう。つまり，対資本主義の関係において，経済競争でや

ってnげるという確信を得て，政治iちにも「平和共存Jのスローガンを打ち出したのであ
る。

このような背去のもとにー 1956午に向かれた第 20同党大会に於て，t，壮大なシベリヤ

開発計画が打出された。

フルシチョフ首相は自らノボシピノレスクに乗込んで， 「シベリヤがロシヤ帝国の辺iえで

あった時代は，永久に過ぎ去ったJと述べた。しかしながら，フルシチョフ時代のこの大

"卜両'1，現実的で、基礎的な;十算に大きな誤りがあったので，途中で打切られて， 1959年か

ら1965年までの 7ヶ年計tiIiiに切換えられた。 この 7ヶ年計画では， 可成りの程度にまで

打開数字を切下げたが，なJ;:iそれが過大であったので.実施21rにLてあらためて練り，((
さねばならぬ状態となってしまったσ

1960年 10月，フノレシチョフ首相は退梓を余儀なくされた。 61年から 65年までの第 7

次 5ヶ年計画期は.第6次 5ヶ年計画において打出 Lた壮大な計画の再検討期で、あると言

えようっ

はじめにマーレンコフ，シヱピーロフ， カガノヴ f ッチーついでジューコフ元f'jr[J， さらに

ブルガーニンを排除して，首桔の地位についたフルシチョフ党第一書之の手がげた改革の

第ーは，経済管理制度の改革で，金菜管理の権i誌を地方分権化し，全ソ 155の国民経済会

議をつくって，地方におげる現場の立任と権限を拡大したっ第二は農業改革であるO 一つ

は，いわゆる「処女地問主jJであり. 1960年の 4200万ヘクターノレの処女地開拓のうち，

丙シベリヤにおいて 623万ヘクタール， 東シベリヤで 335万ヘクターノレ， 極東地方 79万

ヘクタール， 3 地方の {t~;l で 1037 万ヘクターノレに及んだ。いま一つは， 農産物儲格の引

上げと自営地(偶人菜函〉カミらの供出廃止である o 3番目は， 1958年のI'vlTC廃止であ

る。これらが何れも， E2民の下からの生産意欲をわき上らせることを百的として採られた

借置であったことは言うまでもなL、。しかしながら，このようなフルシチョフのとった経

済制度の改革，新農業政策も 1963年度の凶作で， アメリカ，カナタ¥ オーストラリア

宇から合計-1000万トンもの fj、麦粉を輸入せざるを得ない事態に追い込まれ， 農政失敗の

主主任をとって退陣させられたのであるの。

ブレジネフ，コスイギン政権となって. 1966年にはじまる第 8次5ヶ年λ-画に:fヨL、て

は 11十両日標を大幅にヲ¥-1、・げて実現可能な数字が昆(ずられた。このように地道な形で再出

発したことは，いよいよ本格的な東部地域の開発事業がi主乙まったと見るべきであろう。

6) Cf. A. Zavberman，τhe Economics of "1980"; S. Kabysh， Soviet Agriculture and the progr-
amme; 1.. Schapiro (ぞdよTheUSSR and the Future. N.Y. 1962， pp. 103-113， 127-146. 
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1966年の第23回党大会の雰酉気は，きわめて地味なものであって，新しい指導部の口か

らは「アメザカを追い越すJというような景気の¥.，¥¥.，、言葉は一言も出て来なかった。

ここで採択された 5ヶ年計画の中で，シベジヤ開発の重点投資は，チユメーニ池田開

発，ウスチ・パノレイク~オムスク間全長1036kmとメギオン~アンジェロ・スジェンク関

820kmのパイプラインの敷設(以上西シベリヤ)，エニセイ・アンガラ水系の水力発電を

用いてのアルミニウムおよび化学工場の建設(東シベザヤ〉である。また，東シベリヤと

極東地方における森林開発による製紙，パルプ工業，金，錫，タングステン，ダイヤモン

ドなどの稀少鉱物の開発である O

ここで注目したいのは，この新5ヶ年計画の中では，ケメロヴォ紡績コンビナート， レ

ニンスク・クズネツキ一流毛，ラシヤ・コンビナート，チユメニラシヤ・コンピナートの

各織物工場の稼動開始が予定されており，軽工業の発展にも目が向けられているというこ

とである。

8. 

労働力不足の問題，これはすでに者政時代に於ても，シベリヤ開発についての中心問題

となっていた。この問題は，依然として未解決のままである730

現実にソウ、、エト国家がこの問題と取組んでいる方法の実態はどうなっているか。

シベリヤ開発にふりむけられている投資，それは単に資金だけではなくて，自動車や機

械，設備，設計等々を含んでいる O これらのものを始動させるためには，人間，すなわち，

労働者，事務員，専門家が必要である O ところが，人口表が示す通り，シベザヤにおける

人口密度は， ヨーロッバ・ロシヤの他の地域にくらべてきわめて稀薄である。シベヲヤは

あらゆる天然資源、に恵まれているが，労働力資源は著しく不足している。それ故にその労

働力を誘致して，この豊富なシベリヤの自然資源と結びつけるためのいくつかの方策がと

らオ1ている。

フルシチョフ時代に， i処女地開拓Jを呼びかけて，青年たちをシベリヤの建設事業に招

致したことは記憶に新たなところである。未墾地，休閑地の開発のために，また， 7)(力発

電所や工場，炭拡，鉱山，石油パイプラインの建設のために，何万と L、う家族がやってき

た。それらの人々は，情熱をたぎらせて，この未来の土地，シベリヤにやってきたので、あ

った。しかしながら，このような情熱だけでは，充分な人数をシベワヤに呼び寄せ得ない

ことは言うまでもなL、。シベリヤの白熱条件の下では，ヨーロッパ・ロシヤにくらべて

7.2%多くのカロザーをとる必要があり，衣料品，暖房等に16.6%余計な費尾がかかるの

である。家族単位によると， 60~70%高であるとされているめの

そこでソヴエト政府は，シベリヤ地方の住民に対して，中央部ロシヤの住民にくらべて

よい高い所得を保証するような賃金政策をとっているのである O シベリヤで働く労働者の

賃金をきめる基本的な形態は，いわゆる地域率であり， 地域によって1.15から 2.0まで

7) V. Conol1y， Economic Developments in Soviet Asia-Beyond the Urals-， London， Oxford 
Univ. Press， 1967， 渡辺善一部訳，時事通信社販 pp. 25，......，..36 
8) AH I1HCTHTyT 3KO沼OMHKH，3KOHOMHtIeCK8匁 3Hl.I，HKJIOrre.llH九 T.1，M. 1965 CTp. 
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ロシヤ・ソヴエトの東漸ーシベリヤの問題一(その二〉

の幅をもって決められている。その他，補足的な方法のシベヲヤ労働者優遇措置もとられ

ている。幾つかの職種についてであるが年金受給年齢に達した労働者がシベリヤにおいて

引続いて働く場合，賃金の他に規定年金の 75%が支給されるのである〈中央部に於ては

50%)。これらは名目賃金についてであるが，実質賃金に於て，ロシヤ中央部に対する比率

は，同シベリヤで 104.~1 %，束シベリヤでは 116.7%となっているっさらに!極北とそJl
に準ずる地)jJで働く人々への別の特典もあるO 東丙シベりヤの可成りの地域が，このよ

うな地方に属しているが，これらの地方で働く人々の月給は，最初の賃金の 2f主主た比

:300ループリに達するまで， 6 ~ 12ヶ月毎に 10%ずつ増大する。また， この地方で働く

人々には，有給休暇の追加と，年金受給年齢短縮の制度がある。さらに 3~5 年の期間

これらの地方へ働きに行く者には.都市におげる在宅を確課すると L、う規定もある。

このような高L、賃金， 1'/'1} ¥.、年金.手ミモ'I-'(='特典，各種文化施設を建設するための資金等々

が生産費を高めることは言うまでもなL、。経済的にみて，このような賃金政策が必要であ

るかどうか，これは常に論議の対象となってきた。ところが，シベリヤにある豊富な天黙

資源を利用できることのために.生産物単位当りにして，シベリヤ地方での総生産費は.

ヨーロッパ・ロシヤのそれよりも遥かに低いのである。最近ソ連では生産効率の向上めと

L 、う経済政策のIj-r心戦略的課題が大いに論ぜられているが.その見地からλても，シベリ

ヤの開発はさらに強力に押し進めるべき現実的根拠がある。

人口の 4 分の 3 がヨーロヅパ部i二住んでいて、主要な資源:が生産中心地から 2000~ 4000 

kmも離れた東方にあり， 最少i設の費用で生産と消費中心とを結びつけるというn司題も，
このようにして逐次解決に向っているのである。

主要工業の東部への移動も， ウラノレと太平洋との間にtft界でも有数の資諒一ーもっとも

伝説な石炭，水力，ガス，石油，二12，非鉄金属.木村が集riIして存在するということで.

完易にz記切されるカ冶の如く見える。ソヴエトH:i'共になって7)>らの住民一人当りの投資額

は， ヨーロッパ・ロシヤの 1800ループりに対して‘東部地区では 2400ノレーブリに達して

いるO し方通し，工業生産高の延び率は， ヨーロッバ・ロシヤでのお倍にたL、L， 東部で

は104倍，そのうちシベリヤ地区では 270f去に達しているのであるc

だがしかし，ここで、留意すべきは，~-に或一つの種類の自然資源だけで，単一種類の企

業をつくるだげでなく，工業がセンターの会通fこちで， ~~ r画的に配呈されるということであ
る。そのことがあってこそ，資本投下額、が節約され，生詫コストをれずることができるの

である。

シベリヤ地方のマンモス発電所のJ，¥']辺に¥t，エネノレギー産業の一大センターが建芯され

ている。まだ未聞のタイヵー地帯であっても，道路が長iかれ，電気が送られている。

アンガノレスク.ジブノゴルスク，ブラーツケ.ジエレズノゴ/レスクなどがこうした併と

L て }~~f られJ る。

〈未プ心

C[i甘記〕本稿は昭和45年JJr文部省科学研究費による研究成果の一吉sであるc

9)資本市i社会における f投資効率J中心主義と局面ではおなじ形をとっているが，凡 A の基礎で論ず

ることはできなL、この点につレては. ;51]に論ずるc
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